
 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山は山を必要としない 

しかし、人は人を必要とする 
           校長 赤羽 広美 

今年の９月も暑い日が続く毎日でした。それでも子

供たちは、少しでも涼しい日があると、外に飛び出し、

汗をかきながら楽しく遊んでいます。 

表題の言葉は、スペインのバスク地方のことわざで

す。（Mendiak mendia behar ez du, baina gizonak gizona bai.）  

これは、「山は月日が流れようともただそこにあるだ

けだけれども、人は人同士の繋がりが必要で決して

一人では生きていけない」という意味のことわざで

す。人は、いろいろなことで人に支えられ、助けられ

ており、人を必要としています。生きていくうえで

大切なのは何か、ということを考えさせられること

わざです。 

９月は６年生が５日・６日に修学旅行に行ってき

ました。修学旅行に行って強く感じたのは、学級の

子供たちがとても仲がいいことです。バスの中でも、

歩いて見学をしているときでも、男女隔てなく、楽

しそうに話をしている姿をたくさん見かけました。

グループ活動中もはぐれることなく、みんなで助け

合いながら行動をしていました。どの子もみんな笑

顔で、全員が楽しい思い出をつくることができた修

学旅行だったと思います。 

川田谷小では、昨年度から「学びの共同体」に取り

組んでいます。子供たちは、グループで学び合い、聴

き合いながら学習を進めています。子供たちにとっ

て、どんな時でも、一人で頑張るのではなく、誰かに

頼ることができる、誰かに支えてもらえるというの

は、とても安心できる環境なのだと感じています。

笑顔がすてきな子が多いのも、温かい雰囲気の学級

が多いのも、安心して過ごせる場所があるからこそ

です。仲のよい子供たちを見ていると、「人は人を 

必要とする」という言葉の意味が 

実感として感じられます。お互い 

に支え合いつながり合い、生き生 

きと楽しそうな子供たちの姿は、 

川田谷小の宝物です。 


